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１．はじめに
平成15年度に報告された日本美術教育学会による
「図画工作科・美術科における鑑賞学習指導について
の調査報告」??によると、小・中いずれも、表現への関
心の喚起や造形能力、表現的態度の形成など「表現」
領域に関わる目的・意義について重要であるとの回答
が多く、鑑賞学習を表現（作品制作）の能力形成のた
めの手段としてとらえる傾向が強い。また、鑑賞学習
の指導の取り組みで、消極的な理由としては、78％が
「授業時数が少なく鑑賞に充てる時間がない」と答え、
以下49％が「近くに美術館等の施設がない」、45％が「提
示する資料が少ない」、38％が「鑑賞に関する知識が乏
しい」と続いている。
これらの結果を見る限り、小学校図画工作科の授業
は未だに表現（作品制作）中心の授業が行われている
のが現状である。図画工作科の学習指導要領の目標に
は「表現および鑑賞の活動を通して、感性を働かせな
がら、つくりだす喜びを味わうようにするとともに、
造形的な創造活動の基礎的な能力を培い、豊かな情操
を養う。」??と明記されているが、表現学習に傾斜しが
ちで、鑑賞学習は不十分であると言わざるを得ない。
しかし、感性を豊かにし、よさや美しさなどを感じ
ることができるようにするためには、美術作品などを
見たり触れたりする鑑賞学習を行うことは、とても重
要なことである。鑑賞の活動そのものを楽しんだり、
鑑賞で得た知識を他の美術作品などの鑑賞や自分の表
現に生かしたりしていくために、鑑賞学習を充実させ
ていく必要がある。
他方で、近年、美術館を中心とした様々な鑑賞支援
プログラムが開発されている。大原美術館の「幼児対
象プログラム」??、岡山県立美術館の「美術鑑賞ガイ
ド」??、群馬県立近代美術館の開発した鑑賞教育用の
ツール「アートカード」??などがある。
岡山万里ら（2009）は、大原美術館の幼児対象プロ
グラムのうち、絵画鑑賞プログラム「対話」について
考察し??、山口健二（2008）は、岡山県立美術館の中学
生対象の鑑賞指導のための補助資料「美術鑑賞ガイド」
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による学習効果について考察している??。
いずれも、鑑賞支援プログラムを活用し、美術作品
などの鑑賞教育において、様々な学習効果が認められ
たことが発表されている。
そこで、鑑賞教育において様々な学習効果が認めら
れている、美術館の鑑賞支援プログラムを参考に、小
学校の授業に取り入れられる鑑賞活動を開発すること
とした。このような鑑賞活動を行うことで、児童が見
ることを楽しんだり、見たものから自分なりに感じた
ことを言葉で表したりできるようになり、そのことが
児童の表現および鑑賞に有効に生かされていくのでは
ないかと考えた。
また、鑑賞活動の内容および学習効果を明らかにし
ていくことで、図画工作科における鑑賞学習を充実さ
せていくことができるのではないかと考えた。
したがって本論では、美術館の鑑賞支援プログラム
を参考に鑑賞活動を開発し、その鑑賞活動を設定した
授業の内容および効果について考察する。そして、そ
の鑑賞活動を経験したことで児童は表現および鑑賞の
活動においてどのような学習効果があったのかを検証
する。
２．美術館の鑑賞支援プログラム
今回、鑑賞活動を開発するにあたり、参考にした美
術館の鑑賞支援プログラムは次の二つである。どちら
の鑑賞支援プログラムも小・中学生向けに開発された
ものである。
一つは、群馬県立近代美術館の開発した鑑賞教育用
のツール「アートカード」である。美術作品の複製図
版をカードにしたものを使って、絵を合わせて遊ぶ、
言葉や身体で伝えて遊ぶ、絵を並べて遊ぶ、絵を選ん
で遊ぶなどのアート・ゲーム??をしながら、自然に作品
に親しみ、作品の見方を身に付けることができるもの
である。
もう一つは、岡山県立美術館の開発した「美術鑑賞
ガイド」である。「美術鑑賞ガイド」には、ビジュアル・
シンキング法??に基づく対話型鑑賞を出発点とする指
導案が収録してある。作品を見ることから始め、「これ
は何だろう？」と一人一人に考えることをうながし、
さまざまな意見を引き出しながら、作品の見方を深め
ていくことができるものである。
今回の研究においては、群馬県立近代美術館の開発
したゲームをしながら、自然に作品に親しみ、作品の
見方を身に付ける部分と、岡山県立美術館の開発した
他者との対話を通して、作品の見方を深めていく部分
を参考にすることとした。
３．本校における鑑賞学習の課題
本校では、これまでの鑑賞学習において、次のよう
な課題があった。
〇どの学年においても、児童の作品の相互鑑賞を行っ
てきた。高学年では、児童の作品の相互鑑賞に加え、
美術作品などの鑑賞を年間で２時間行ってきた。以
上のことから、これまでの鑑賞では、児童の発達に
合うような鑑賞活動を行ってこなかったことが課題
である。
〇高学年における鑑賞学習は、シャガールやマグリッ
トなどの不思議な世界を表した美術作品を鑑賞し、
表されている内容や表現の特色・工夫等について考
える活動を行ってきた。しかし、作品を見て自分な
りの感想や意見をもてる児童ばかりではなく、友達
の感想や意見を聞くだけの児童も存在していた。以
上のことから、自ら作品を見て、一人一人が感想や
意見をもてるような鑑賞活動ではなかったことが課
題である。
４．「遊びの要素を取り入れた鑑賞活動」の開発
以上のような課題を踏まえると、児童の発達を考慮
しながら、児童が能動的に鑑賞できる活動の開発を行
う必要があると考えた。そこで、児童の発達に合わせ
て、鑑賞活動を面白いものにすることで、児童が能動
的に鑑賞できるようになると考え、鑑賞活動を児童の
大好きな遊びにしてしまうことにした。以下この鑑賞
活動を「遊びの要素を取り入れた鑑賞活動」と呼称す
る。また、この活動を開発の際は、下記のことに留意
した。
⑴ 目的
遊びの要素を取り入れた鑑賞活動を、児童の発達に
合わせて行うことで、鑑賞活動そのものの楽しさを味
わったり、思考したりしながら、美術作品や材料など
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を能動的に鑑賞できるようにする。
⑵ 鑑賞活動を開発する際の留意点
鑑賞活動に遊びの要素を取り入れるということは、
鑑賞がもっている美術作品などをじっくりと一人で静
かに見るというイメージを取り払い、手や身体を使っ
たり、操作したり、思ったことを友達と話し合ったり
するなど、児童に面白いと感じられるような鑑賞活動
をするということである。この鑑賞活動を開発するに
あたり、美術館の鑑賞支援プログラムを参考にするこ
ととする。児童が主体的、かつ楽しみながら、鑑賞活
動に取り組み、見ることに興味や関心を抱くことがで
きるように工夫していく。また、感覚的にとらえた美
術作品や材料等のよさや美しさ、面白さを、言語化す
ることで意識化を促し、よさや美しさなどを感じた理
由を自分なりに見出すことができるようにしていく。
５．「遊びの要素を取り入れた鑑賞活動」について
「遊びの要素を取り入れた鑑賞活動」は、児童の発
達を考慮して、低学年から中学年を中心に設定する活
動と、高学年を中心に設定する活動を開発することと
した。
⑴ 低・中学年向けの鑑賞活動
見たり聞いたりしたことと、驚きや喜びなどを一体
的にとらえている低学年から、想像力を働かせること
を一層楽しむ中学年にかけては、触ったり動かしたり、
身体的な活動を伴ったりするような、活動そのものを
楽しむことができる操作活動を中心に、遊びの要素と
して取り入れることとした。この学年の児童には、鑑
賞活動を通して、材料の形の面白さに気付いたり、表
現上の共通点や相違点、表現の工夫等を見付けたりで
きるようにすることを目的とする。なお、参考にした
美術館の鑑賞支援プログラムは、群馬県立近代美術館
の「アートゲーム」で、ゲームをしながら、自然に作
品に親しみ、作品の見方を身に付ける部分である。
⑵ 高学年向けの鑑賞活動
客観的にものごとをとらえられるようになる高学年
においては、分析したり比較したりするような思考を
伴う活動を中心に、遊びの要素として取り入れること
とした。この学年の児童には、鑑賞活動を通して、作
品のよさや美しさ、表現の意図、特徴等を自分なりに
とらえることができるようにすることを目的とする。
なお、参考にした美術館の鑑賞支援プログラムは、岡
山県立美術館の「美術鑑賞ガイド」で、他者との対話
を通して、作品の見方を深めていく部分である。
６．「遊びの要素を取り入れた鑑賞活動」の実践例
⑴ 概要
今回、児童の発達を考慮して「遊びの要素を取り入
れた鑑賞活動」を低・中学年、高学年において１つず
つ開発することとした。開発した鑑賞活動は以下の通
りである。
①低・中学年における鑑賞活動
「身近な道具を見て、動物などに見立てる、見付け
遊び」
②高学年における鑑賞活動
?作家になりきって、作品についての解説をしたり、
質問に答えたりする、なりきり遊び」
⑵ 授業実践の内容
①低・中学年における鑑賞活動
【題 材 名】「かくれてる どうぶつ ミッケ!」
【対象学年】１年生
【実施年月日】2008（平成20年）12月
【配当時間】３時間
【ね ら い】
見付け遊びを通じて、身近な道具を動物に見立てた
り、見立てた動物を友達に紹介したりすることで、身
近な道具の形の面白さに気付く。
【内 容】
様々な身近な道具をいろいろな向きから見たり、目
玉の補助用具を使ったりして、隠れている動物を見付
け、見付けた動物を友達に伝わるように紹介する。
〇準備物
様々な身近な道具（テープカッター、急須、洗濯ば
さみ、スリッパ、タワシ、ハサミ、カスタネット）、目
玉の補助用具
〇実践内容（Ｔは教師、Ｓは児童）
題材の導入（図１）では、急須を提示し「この急須
をよく見ると、実はある動物が隠れています。何の動
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物が隠れているか見付けられるかな。」と投げ掛けた。
すると、児童から、「ゾウが隠れている。」と発表され
た。
このように、道具をよく見ると、隠れている動物が
見付けられることを確認してから、それぞれの道具に
隠れている動物を見付ける遊びを行った。その際、身
近な道具として、テープカッター、急須、洗濯ばさみ、
スリッパ、タワシ、ハサミ、カスタネットを用意した。
それぞれの道具は、児童が自由に見たり触ったりでき
るように各グループに１つずつ用意した。
見付け遊びの活動（図２）が始まると、早速、児童
はそれぞれの道具を見たり触れたりしていた。テープ
カッターを見ていた児童に教師が声を掛けた。
Ｔ「テープカッターには、どんな動物が隠れているか
見付かったかな。」
Ｓ「僕はカタツムリを見付けたよ。」
Ｓ「私はクジラを見付けたわ。」
Ｓ「僕はカブトムシを見付けたよ。」
このような反応から、様々な動物を見付けることは
できているものの、道具の置き方を変えずに見ていた
ことをみとった。そこで、道具をいろいろな向きから
見ることで形の面白さに気付くことができるよう、次
のように助言した。
Ｔ ?そうか、３つも動物を見付けられたのか、凄いね。
それじゃ今度は、テープカッターを立ててみると、
また違う動物が見つかるかもしれないよ。」
Ｓ「立ててみるとカッターのところが顔みたいだね。」
Ｓ「本当だ、テープのところがお腹みたいだ。」
Ｓ「あ、そうか、この形はペンギンだ。」（図３）
このように、同じ見方で動物を見付けようとしてい
た児童が、教師の助言により、道具の見方を変えて、
新たに動物を見付けることができた。
また、目玉の補助用
具（図４）を使うよう
促すことで、なかなか
動物を見付けることが
できなかった児童も、
動物を見付けることが
できるようになった。
次に、見付けた動物を紹介し合う活動（図５）を行っ
た。これは、道具をどのように見ると何の動物に見え
るのか、友達に伝わるように説明し合うものである。
自分の見方が上手く伝わったか確認するために、理解
してもらったら学習プリントにシールを貼ってもらう
図１ 導入の様子
図２ 見付け遊びの様子
図３ ペンギンを見付けた時の様子
図４ 目玉の補助用具
図５ 見付けた動物を紹介し合う様子
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ことにした。
以下は、カスタネットを見せながら見付けた動物の
紹介をし合っている児童の様子である。
Ｓ ?このカスタネットは、開くところを口にしたら、
カバが見付かったよ。」
Ｓ ?本当だ、口が大きく開くところがカバみたいだ
ね。」
Ｓ ?私は、カスタネットが開いたり閉じたりするとこ
ろを羽の動きのように感じたの。そしたらチョウ
チョが見付かったの。」
Ｔ ?なるほど、チョウチョはよく見付けたね。」
このように、互いに見付けた動物を相手に伝わるよ
うに言葉として表すことで、何となく見付けた動物の
理由の意識化を図り、身近な道具の形の面白さに気付
くことができた。その後、身近な道具からいろいろな
動物を見付けられたことを賞賛し、本時の学習を終え
た。
②高学年における鑑賞活動
【題 材 名】「感覚の表現」
【対象学年】５年生
【実施年月日】2008（平成20年）２月
【配当時間】１時間
【ね ら い】
抽象的な作品の作家になりきって作品を解説する遊
びを通じて、自分なりに感じたことや思ったことを話
し合い、抽象画の表現の見方や感じ方などをとらえる。
【内 容】
提示した４枚の抽象画、「ブロードウェイ・ブギウギ」
（モンドリアン）、「コンポジションⅧ」（カンディンス
キー）、「青の黄金」（ミロ）、「秋のリズム」（ポロック）
の中から好きな作品を１つ選び、その作品の作家にな
りきって、自分なりの見方や感じ方で作品の解説を記
述する。次に、同じ作品を選んだ児童でグループをつ
くり、作品について解説したり、質問したりする。質
問に答えることで、共通に感じたことや、一人一人違
う感じ方をしたものなどに気付き、抽象画の見方や感
じ方などをとらえる。
〇準備物
Ａ１判鑑賞用作品４枚、Ａ４判鑑賞用作品クラスの
人数分×４種類
〇実践内容（Ｔは教師、Ｋは作家になりきって解説し
た児童、Ｓは質問した児童）
導入では、モンドリ
アン『ブロードウェ
イ・ブギウギ』（図６）
を提示し、この絵のよ
さを問い掛けた。しか
し、ほとんどの児童は、
困惑したような表情を
浮かべ、中にはこの絵
のよさが分からないと
呟いている児童もい
た。そこで、教師から、抽象的な表現の絵は、具体的
に表されているものがあるわけではないこと、見た人
の感じたままの受け止め方でよいことを伝え、本時の
めあて「絵の作家になりきり、抽象的な表現のよさや
美しさを味わおう」をつかめるようにした。
次に、４枚の絵を黒板に掲示して、どんな感じがす
るか問い掛けた。すると「ぐわあっ」という感じ、「明
るい」感じ、「ふわふわ」した感じなど、絵全体から受
ける印象が発表された（図７）。そこで、どうしてその
ように感じたのか問い掛けてみると、「フィンガーペイ
ンティングみたいに絵の具を思いっきり飛び散らせて
いるから、『ぐわあっ』という感じがするよ。」「黄色が
たくさん使われているから、何となく『明るい』感じ
がするよ。」など、線の描き方や色づかいなどから自分
なりに感じた印象が発表された。Ｋは、友達の発表を
聞くうちに表情が明るくなり、「そうか、『秋のリズム』
は確かにフィンガーペインティングみたいで勢いがあ
る絵だな。『青の黄金』は黄色が多い絵だから明るい感
じがするな。」と呟き、抽象的な表現の絵は、線の勢い
や色から受ける感じに目をつければよいことに気付い
ている様子であった。
次に、絵を一人一人の児童に配布し、手元でじっく
Z30-06
図６ 『ブロードウェイ・
ブギウギ』
図７ 絵から受けた感じを発表している様子
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り見るように促すことで、どうしてその絵に惹かれた
のかを明確にしながら、自分なりの見方や感じ方を
もって絵についての解説ができるようにした。この活
動の中でＫは「ブロードウェイ・ブギウギ」を選び、
どうしてその絵に惹かれたのか考えながら、絵をじっ
くりと見ていた。しばらくしてＫは、「きれいな赤・青・
黄色の色づかいが、心がうきうきするように感じる。」
とその絵についての自分なりの見方や感じ方で解説を
記述していた。
そして、同じ絵を選んだ児童同士でグループをつく
り、絵のよさや美しさを語り合うために、作家になり
きり、絵の解説を始めた（図８）。
Ｋ「この絵は、赤、
青、黄色をきれ
いに使うこと
で、楽しい感じ
や元気な感じを
表しました。」
と、色を視点に作品
のよさを語りはじめ
た。
一通りの解説の
後、聞いていた他の
児童から次のような
質問が出た。
Ｓ「でも、灰色はあまり楽しい色でも、元気な感じの
色でもないと思います。どうして灰色を使ったの
ですか。」
Ｋは、パネルから離れて、しばらくじっくり絵を見て
から、
Ｋ「灰色があることで、黄色や赤が目立つからです。
離れて絵を見てください。」
Ｓ「（離れて絵を見て）なるほど。灰色は黄色や赤を引
き立たせているね。」
と質問に答えることで、この絵の色の表現の特徴をと
らえる姿が見られた。
その後、この絵を離れて見ていた児童が、隣の絵で
ある「秋のリズム」と見比べながら、次のように質問
した。
Ｓ「隣の絵は、ぐにゃぐにゃした線で描かれています
が、この絵は直線で描かれています。どうしてで
すか。」
すると、Ｋは隣の絵としばらく見比べてから、
Ｋ「直線で描くことで、同じ形や似ているところをた
くさんつくり、まとまりを感じられるようにした
のです。」
と答えた。聞いていた児童は、絵の中にある同じ部分
や似ている部分を探し始めた。
Ｓ「そういえばこの絵には、小さい赤、青、黄色の四
角形がたくさんあるね。」
Ｓ「なるほど、これもまとまりを感じるところだね。」
このようなやりとりから、自らこの絵の形の特徴に
も気付いたことを賞賛した。さらに、他の特徴にも気
付けるように、次のような助言をした。
Ｔ ?離れて見ると、違う四角形も見えてくると思う
よ。」
小さな四角形しか探せていなかったＫは、驚いた様
子だったが、３ⅿほど絵から離れて見ていると、赤、
青、黄色、灰色の四角形の連なりを辺に見立てた白い
四角形を見付けることができた。そこで、次のような
解説を続けた。
Ｋ ?実は、この絵には白い四角形があるのです。」
Ｓ ?本当だ。気が付かなかったけど、白い四角形もいっ
ぱいあるね。」
Ｋ ?見方を変えると見えてくる、白い四角形も使って、
まとまりを感じられるようにしたのです。」
Ｋのグループは、このような会話を基に作品紹介
カードにグループの考えをまとめた。作品紹介カード
には、「赤・青・黄などの少ない色と、たくさんの四角
形を使って、まとまりを出している。」と記述された。
このように、絵の作家になりきって解説をしたり、
他の児童からの質問に答えたりすることで、抽象画の
表現の見方や感じ方を深めることができた。その後、
自分なりに抽象画のよさをそれぞれ見付けられたこと
を賞賛し、本時の学習を終えた。
７．「遊びの要素を取り入れた鑑賞活動」の
効果の検証
⑴ 児童の様子から見られる効果
「遊びの要素を取り入れた鑑賞活動」を設定したこ
とでどのような効果をもたらしたのか、その後の表現
や鑑賞の学習における児童の様子から検証していく。
①「かくれてる どうぶつ ミッケ!」
Z30-08
図８ 絵を解説している様子
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【その後の学習】
身近な道具を基にして、紙で加工した目や口などを
セロテープで貼り付け、「見付け遊び」で見付けた動物
をつくる。（表現）
【児童の様子】
「見付け遊び」を行ったことで、７種類の道具から
様々な動物を見付け、見付けた動物がつくりだされた。
中でも多様な動物がつくられたのは、スリッパ、カス
タネット、テープカッターである。（表１参照）
このように、「遊びの要素を取り入れた鑑賞活動」を
設定することで、道具をいろいろな視点から見たり、
友達と紹介し合ったりして多様な動物を見付け、見付
けた動物をつくることが出来たと考えられる。
②「感覚の表現」
【その後の学習】
「なりきり遊び」でとらえた抽象画の表現の見方や
感じ方を活用して、他の抽象画を鑑賞する。（鑑賞）
【児童の様子】
「なりきり遊び」で抽象画の作家になりきって絵の
解説を行ったことで、抽象画の表現の見方や感じ方を
自分なりにとらえることが出来るようになった児童
は、他の抽象画においても表現の見方や感じ方を自分
なりにとらえることが出来るようになった。
『ブロードウェイ・ブギウギ』の作家になりきって
絵の解説をした児童は、『ブロードウェイ・ブギウギ』
と同じような見方でポロック『秋のリズム』（図13）を
見ることができた。「茶・黒などの少ない色とめちゃく
ちゃな線を使って、まとまりを出している。」と感想
カードに記述していた。
このように、「遊びの要素を取り入れた鑑賞活動」を
設定することで、抽象画に描かれている色や形をあり
のままに見て感じられるようになったり、友達から質
問されたことに即興で答えることで漠然と感じていた
ことを意識化したりすることが出来るようになったと
考えられる。
⑵ ?遊びの要素を取り入れた鑑賞活動」の有効性と
課題
「遊びの要素を取り入れた鑑賞活動」の実践で、低・
中学年では、鑑賞活動に関心をもって意欲的に取り組
み、操作的な活動を通して自分が気付いたり分かった
りしたこと等を積極的に語り合う姿が見られた。また、
高学年においても、鑑賞活動に能動的に取り組み、思
考を伴う活動を通して表現の意図や特徴等をとらえる
様子が見られるようになってきた。さらに、その後の
表現や鑑賞の学習においても、児童は自ら意欲的に取
り組む姿が見られた。遊びを取り入れたことで楽しみ
ながら能動的に鑑賞できるようになったことが有効に
働いたものと考えられる。以上のことから、「遊びの要
素を取り入れた鑑賞活動」は鑑賞学習を充実させる上
で有効であると言える。
一方、「遊びの要素を取り入れた鑑賞活動」は、遊び
の要素を強くしてしまうと児童は遊ぶことに夢中に
なってしまい、本来の目的である鑑賞活動から離れて
しまうことが考えられる。また、鑑賞学習の充実とい
表１ 身近な道具から見付けた動物
身近な道具 見付けた動物
ス リ ッ パ
オオサンショウウオ（図９）、クジラ、
ワニ
カスタネット
カバ（図10）、テントウムシ、チョウ
チョ、ネコ、イヌ
テープカッター
カタツムリ、カブトムシ（図11）、クジ
ラ、ペンギン（図12）、ライオン、ウサ
ギ
図９ オオサンショウウオ 図10 カバ
図12 ペンギン図11 カブトムシ
図13『秋のリズム』
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う面から考えると、児童の発達に応じた鑑賞活動をさ
らに開発していく必要がある。
８．おわりに
本研究は、小学校図画工作科での鑑賞の授業のため
に、美術館の鑑賞支援プログラムを参考にした鑑賞活
動の開発・実践に取り組んだものである。
国語や音楽の学習では、読むことや聞くことという
inputの活動は、書くことや歌うことというoutputの
活動と同じように以前から重視されている。図画工作
科においても inputの活動である鑑賞を、さらに重視
していくべきである。今回の実践の中では、児童は見
ることに興味をもち、積極的に鑑賞活動に取り組む姿
が多く見られた。
何か形に残るものをつくることだけが図画工作科の
学習ではないことは何年も前から言われていることで
あるが、なかなか表現（作品制作）中心の状態から抜
け出せないでいるのは、やはり鑑賞の意義が理解され
ていないからではないだろうか。そのためには、鑑賞
する対象、鑑賞の仕方、活動の流れなど、どのような
鑑賞活動をすることで、児童は何が出来るようになり、
何が分かるようになるのか、明確にする必要がある。
そして、効果的な鑑賞学習の指導方法が広く普及し、
鑑賞学習の実践が増えていくことで、図画工作科の学
習はものづくりに偏った学習から、教科目標である、
見方や感じ方などの感性を働かせながらつくりだす喜
びを味わう学習になると考える。
今回の研究は、美術館の鑑賞支援プログラムを参考
に、筆者が小学校の授業に取り入れられる鑑賞活動を
開発したものである。授業の中の鑑賞活動において、
美術館で有効に働いた活動を取り入れていくことで、
より効果的な学習になることが今回の実践を通じて実
証された。これからも、学習効果の高い美術館の鑑賞
支援プログラムを参考に鑑賞活動として授業に取り入
れていくことで、さらに鑑賞学習を充実させていきた
い。
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